














































































































































































教育をうける権利は,生来的権利・基本的人権 (fundamental human rights,Menchenrechte,



























































鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科学 第27巻 第1号        57
は,「自然法は・……それよりももっとしばしば現存の法に急進的な改革を施そうとする革命的な改革
の目的に役立ったのである」 というグルヴィッチの言葉によっても明らかである。
ところで,自然法が一度び実定法化されると過去の古い実定法に対 しては勿論, ときには新 しい
社会的要求に対しても自己を擁護するため,或は自己を権威づけるための理論として主張 されるこ







































































































































































































































































一般に生存権 (right of life,right to life,Recht auf Existenz)とは「生存又は生活のた
めに必要な諸条件の確保を要求する権利」


















こで新 しく従来の消極的生存権を利用 しつつ,これに積極的な意味を与えて,個人の生存の維持 ,
発展に役立つ条件についても,国の公共的配慮がなさるべきであるとする理論が主張 されるにいた
ったのである。













Menger,1841-1906)であった。彼は,有名な著書「全労Tall収益権史論」 (Das Recht auf den
vollen Arbeitsertrag in geschichtlicher Darstellung,1886)において,「人間は欲望充足の
ため労働するものである。 したがって労働と労働収益,欲望と充足とは,人間の経済生活における
二つの囚果の系列 (Kausalreihen)をなしている。もし今日の法律秩序 が,労lrll者にその全収益




『経済的基本権』 (dic ёkonomische Grundrechte)を主張する。その第一は全労働収益権 (das
Recht auf den vollen Arbeitsertrag),第二は生存権 (da  hecht auf E?stenz),第二は






鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科学 第27巻 第1号        65
になる」ザとした。 しかし, このような積極的な内容をもつ生存権の思想は社会主義の思想家だけで
なく,ヴィゼル (Triedrich Wisser)およびフィルカント (Vierkandt)等はプロレタリヤ自










































































































今日の憲法訴訟は,最も特殊化された種類の事実分析 (fact analysis of the most particular_
ized kind)を要する」 し,「広範な概括化や充分な考慮や説明を欠く判決は,民主主義の多数決の
ルールのみならず法の支配をも排除 して,裁半J所の厳命 (fi at)をそれにおき代える」 ことになる





































































































































鳥取大学教育学部研究報告 人文・社会科学 第27巻 第1号        71
|     このことは基本的人権の うち各種の自由権・受益権・社会権についてもいい得るところである。
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